
18
日
（
金
）
、
９
月
定
例
市
議

会
が
討
論
・
採
決
を
お
こ
な
い
閉

会
し
ま
し
た
。
市
長
提
案
の
26
件

は
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
19
議
案
に
賛
成

し
、
元
年
度
一
般
会
計
決
算
や
、

複
合
型
子
育
て
支
援
施
設
（
ふ
じ

学
園
・
八
木
崎
保
育
所
）
を
㈱
コ

マ
ー
ム
に
指
定
管
理
者
に
指
定
す

る
議
案
な
ど
７
議
案
に
反
対
し
ま

し
た
。

「
唯
一
の
被
爆
国
の
日
本
政
府

こ
そ
批
准
す
べ
き
」
と
提
案
し
、

賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
２
０
１
９
年

度
（
令
和
元
年
度
）
一
般
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

４
点
を
指
摘
し
て
反
対
し
ま
し
た
。

①
職
員
が
県
内
40
市
中
、
人
口
比

で
職
員
が
１
番
に
少
な
い
。
必
要

な
職
員
を
し
っ
か
り
と
増
や
し
、

市
民
の
た
め
に
力
を
発
揮
で
き
る

職
員
の
育
成
を
。

②
障
害
者
入
所
施
設
が
市
内
に
一

つ
も
な
く
、
70
歳
代
で
の
敬
老
祝

い
金
が
カ
ッ
ト
さ
れ
た
ま
ま
。
生

活
保
護
へ
の
夏
季
加
算
、
福
祉
資

金
の
増
額
な
ど
、
支
援
す
べ
き
市

民
へ
の
施
策
が
不
十
分
。

③
い
つ
も
浸
水
す
る
箇
所
の
対
策

が
不
十
分
。
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
河
川
改
修
、
貯
留
施
設
の

建
設
な
ど
、
治
水
対
策
事
業
の
さ

ら
な
る
強
化
が
重
要
。
多
く
の
市

民
が
求
め
て
い
る
の
は
、
い
つ
で

も
、
ど
こ
へ
で
も
行
け
る
公
共
交

通
の
拡
充
。
春
バ
ス
の
運
行
を
改

善
し
、
タ
ク
シ
ー
料
金
を
補
助
す

る
こ
と
で
、
市
民
が
利
用
し
や
す

い
公
共
交
通
に
す
る
こ
と
。

予
算
が
極
め
て
少
な
い
農
林
水

産
業
も
商
工
業
も
職
員
数
を
増
や

し
て
、
深
刻
な
後
継
者
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
。

④
公
民
館
の
有
料
化
や
図
書
館
の

指
定
管
理
な
ど
社
会
教
育
の
後
退

が
子
育
て
世
代
の
人
口
が
減
少
し

た
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

体
育
施
設
の
整
備
な
ど
教
育
や
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
を
重
視
す
る
こ
と
。

コ
ロ
ナ
危
機
を
の
り
こ
え
「
安

全
・
安
心
」
の
市
政
を
実
現
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
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日
本
共
産
党
提
案

核
兵
器
禁
止
条
約
の

批
准
を
求
め
る

意
見
書
採
択

９
月
議
会
閉
会

※前進かすかべ。
未来の会

☆ＮＨＫから
国民を守る党

●

反
対
・
否
決
・
不
採
択

○

賛
成
・
可
決
・
採
択

◎

提
出
会
派

少
人
数
学
級
の
実
施

消
費
税
を
ゼ
ロ
に
す
る

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入

核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
急
拡
大
の
抑
止

子
育
て
支
援
施
設
の
指
定
管
理

20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
６
号
）

元
年
度
一
般
会
計
決
算

主な議案 意見書 請 願

日本共産党(6) ● 〇 ● ◎ ◎ 〇 ◎ ◎

新政の会 (9) ○ 〇 ○ ○ ● 〇 ● ●

※未来の会(7) ○ 〇 ○ ● 〇 〇 ● ●

公明党 (6) ○ 〇 ○ ○ 〇 ◎ ● ●

☆ＮＨＫ (1) ○ 〇 ○ ● 〇 〇 〇 ●

無所属 (1) ○ 〇 ○ ● ● ● ● ●

無所属 (1) ○ 〇 ○ 〇 〇 ◎ ● ●

結 果 ○ 〇 ○ ○ 〇 〇 ● ●

コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り
越
え

安
全
安
心
な
市
政
実
現
へ

署
名
88
カ
国
、
批
准
44
カ
国
、

あ
と
６
か
国
で
条
約
発
効



11
日
、
今
尾
や
す
の
り
議
員

は
、
「
豪
雨
災
害
に
備
え
て
、

被
害
を
抑
え
る
対
策
と
、
被
災

し
た
際
の
し
っ
か
り
と
し
た
準

備
を
」
に
つ
い
て
、
一
般
質
問

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

被
害
を
抑
え
る
対
策
と
し
て
、

国
の
１
０
０
ミ
リ
安
心
プ
ラ
ン

の
進
捗
状
況
を
問
う
と
、
新
方

川
は
東
武
鉄
道
橋
り
ょ
う
部
の

工
事
に
並
行
し
て
上
流
の
安
の

堀
川
に
向
け
た
３
０
０
ｍ
の
護

岸
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

安
之
堀
川
の
整
備
と
、
谷
原
貯

留
施
設
の
基
本
設
計
に
取
り
組

む
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

今
尾
議
員
は
、
「
川
口
市
で

取
り
組
ま
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
貯
留
施
設
は
、
建
設
費
が

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
と
比
較
し
て

約
６
分
の
１
、
工
期
は
半
分
で

済
み
ま
す
。
谷
原
で
の
貯
留
施

設
や
、
市
内
浸
水
個
所
へ
の
対

策
と
し
て
導
入
の
検
討
を
」
と

提
案
し
ま
し
た
。

建
設
部
長
は
、
「
そ
れ
も
含

め
て
効
果
的
な
手
法
を
研
究
す

る
」
と
答
え
ま
し
た
。

谷
原
貯
留
施
設
の
前
倒
し
す

る
こ
と
を
、
石
川
市
長
に
提
案

し
ま
し
た
が
、
「
浸
水
対
策
に

積
極
的
に
取
り
組
む
」
と
具
体

的
な
回
答
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

倉
敷
市
真
備
町
に
派
遣
さ

れ
た
県
職
員
の
報
告
を
紹
介
し
、

市
の
物
資
集
積
・
供
給
体
制
、

困
難
者
や
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
者

に
対
す
る
支
援
、
廃
棄
物
処
理

の
基
本
的
な
考
え
を
質
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
効
果
的

に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
も
総
合

的
な
訓
点
を
す
べ
き
と
、
伊
奈

町
の
総
合
訓
練
に
市
防
災
士
の

方
と
見
学
に
行
っ
た
事
を
紹
介

し
、
提
案
し
ま
し
た
。

被
災
者
へ
の
必
要
な
支
援
が

一
目
で
わ
か
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化

を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
「
パ
ッ

ケ
ー
ジ
化
は
有
用
で
あ
り
、
今

後
研
究
し
て
い
き
た
い
」
と
前

向
き
な
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

石
川
市
長
に
、
「
国
・
県
の

支
援
制
度
か
ら
も
れ
て
し
ま
っ

た
被
災
者
に
、
市
と
し
て
独
自

の
支
援
制
度
の
構
築
の
研
究
を
」

質
し
ま
し
た
が
、
「
一
つ
の
自

治
体
で
は
財
政
的
に
も
限
界
が

あ
り
、
国
や
県
な
ど
と
連
携
し

て
取
り
組
み
た
い
」
と
独
自
支

援
策
に
は
消
極
的
な
答
弁
で
し

た
。今

尾
議
員
は
、
「
県
内
初
の

１
０
０
ミ
リ
安
心
プ
ラ
ン
や
、

緊
急
浚
渫
推
進
事
業
債
を
活
用

し
て
の
会
の
堀
川
の
浚
渫
な
ど
、

有
利
な
補
助
や
起
債
を
活
用
し

た
浸
水
対
策
に
取
り
組
む
市
職

員
の
努
力
は
評
価
し
ま
す
。
し

か
し
、
浸
水
に
苦
し
む
市
民
の

方
は
目
の
前
の
浸
水
を
な
ん
と

か
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
貯
留
施
設
の
前
倒
し
や
地

域
ご
と
の
対
策
を
お
こ
な
い
被

害
を
抑
え
、
避
難
訓
練
、
独
自

支
援
策
な
ど
で
、
被
災
し
て
し

ま
っ
た
場
合
に
も
安
心
し
て
避

難
生
活
を
送
れ
る
よ
う
万
全
の

準
備
を
」
と
、
主
張
し
ま
し
た
。
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休
日
の
当
番
医

被
災
者
に
市
独
自
の
支
援
策
を

貯
留
施
設
設
置
・
総
合
避
難
訓
練
な
ど
提
案

今尾やすのり議員一般質問

市立病院℡735-1261（土・日・祝の昼間と夜間毎日）内・外 小児救急電話相談＃8000
9/27(日) （小児科系）岡田医院:一ノ割2-6-21☎735-7848 （外科系）東都春日部

病院:大畑652-7 ☎739-2000 （内科系）東都春日部病院:大畑652-7 ☎739-2000

10/ 4(日) （内科系）武井医院:粕壁1-4-8 ☎752-2019 （小児科系）宇野クリニック:粕壁
1-6-5-2階 ☎760-3711 （外科系）みやざわ耳鼻咽喉科:中央1-52-8 ☎745-8733

谷
原
貯
留
施
設
の

前
倒
し
の
設
置
を

伊
奈
町
の
総
合
訓
練

を
提
案

被
災
者
独
自
支
援
に

は
消
極
的


